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恵那市の子ども・子育てに関する 

アンケート調査（就学前児童保護者用） 
 

日頃より、恵那市政にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

さて、本市では、子育て支援の充実を図るため、令和２年度に「子ども・子育て支援事業計画」

を策定し、策定から５年が経過する来年度に計画の見直しを行うこととしています。 

つきましては、現在子育て中の皆様の子育て支援サービスの利用状況や今後の利用希望、また保

護者の皆様の就労状況のほか、子育てに関するご意見、ご要望をお伺いし、計画に反映することを

目的に、この調査を実施することとなりました。 

このたびのアンケート調査は、令和５年 10 月 31 日現在、恵那市に住所を有する子どもの中か

ら 1,000 人を抽出し、調査票を送付しております。 

ご回答いただいた調査内容は、市や国・県の幼児教育・保育・子育て支援施策の検討のみに利用

させていただくものであり、回答者個人が特定されたり、個々の内容が他に漏れたり、他の目的に

利用したりすることは一切ございません。統計的に処理し、その結果を市のホームページ等で公表

いたします。本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。 

令和６年１月 恵那市長 小坂 喬峰 

 

 

１．このアンケートは、封筒のあて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

３．お選びいただく選択肢の数が設問によって異なりますので、注意書きに従ってください。 

４．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きに従って

ご回答ください。特にことわりのない場合は、次の設問にお進みください。 

５．インターネットでご回答いただくこともできます。右の回答サイトの二次

元コードまたは下記 URL からアクセスしてご回答ください。インターネ

ットからご回答いただいた方は、本調査票での回答は不要です。 

６．ご記入が済みましたら、左にある△印に沿って三つ折りにした上で同封の

返信用封筒に入れ、切手を貼らずに１月 29 日（月）までにポストにご

投函ください。 

 

 

このアンケート調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

恵那市 医療福祉部 子育て支援課 

◆電 話：0573-26-2111（内線 273） 

◆ＦＡＸ：0573-26-2136 

 

◆ご回答の前にお読みください。 

＜回答サイト＞ 

tomomi_katou
テキストボックス
案

tomomi_katou
テキストボックス
資料２
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●子ども・子育て支援制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変化に

対応して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長す

ることができる社会を実現することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（用語の定義） 

この調査票における用語の定義は以下のとおりです。 

幼稚園 
学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設 
（学校教育法第 22 条） 

保育所 

（通称 保育園） 

児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設 
（児童福祉法第 39 条） 

認定こども園 

（通称 こども園） 

幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設 

（就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第 2 条） 

小規模保育所 
家庭的保育事業所 

児童福祉法に定める保育を必要とする０～２歳児に対して保育を行う施設 

（児童福祉法第７条） 

教育 幼稚園や認定こども園における幼児教育のこと。 

子育て支援 教育・保育以外の子どもの健やかな成長のために行われる支援 

 

 

アンケートを回答する前に… 

子ども・子育て支援制度 

この度、恵那市が進める子育て施策をより充実する 

ためにアンケートを実施することになりました。 

 

 

子育ての状況や 

希望を把握 恵那市子ども・子育て会議 

【アンケート調査を考慮して検討】 

恵那市 

子育て家庭 
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（参考）各事業の説明（参考）各事業の説明（参考）各事業の説明（参考）各事業の説明        

※このページは、調査票から切り取って、各設問の事業内容の確認などでご活用下さい。 

※切り取ったこのページは、提出いただかなくても結構です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

no 事　業 内　容 対　象 主な利用料

問11・問13関係（定期的な教育・保育事業）

1 こども園

幼稚園における幼児教育と保育園における児童保育の両方の
よいところを併せ持つ幼保一体型の施設。
※0～2歳児：保育コース（閉園時間まで）
※3～5歳児：幼児コース（14：00まで）、幼保コース（閉園
時間まで）

0歳（産後57日目）から
小学校就学前の児童

所得・コースに応じて
3歳未満児：保育料0円～62,200
円/月（給食費込）
3歳以上児：保育料0円、給食費
0円～4,500円/月

2 幼稚園
学校教育法に基づく、幼児教育を提供する施設。
※市内では私立1園が開設されています。

満3歳から
小学校就学前の児童

保育料　0円
給食費　0円～4,500円/月

3 保育園
就労等により、家庭で保育ができない子どもを保護者に代
わって保育する施設。
※市内では私立2園が開設されています。

0歳（産後57日目）から
小学校就学前の児童

所得・コースに応じて
3歳未満児：保育料0円～62,200
円/月（給食費込）
3歳以上児：保育料0円、給食費
0円～4,500円/月

4 小規模保育施設
国が新設する利用定員6人～19人の保育施設で、市が条例で
基準を定めて認可する施設。
※市内では、2施設設置されています。

0歳（産後57日目）から
2歳児

所得に応じて
0円～62,200円/月
保育料0円～62,200円/月（給食
費込）

5 事業所内保育施設
会社などの事業所が、主に従業員のために設置している保育
施設。
※市内では、5つの事業所に設置されています。

6 企業主導型保育施設
会社などの事業所が、従業員の子どもと地域の子どもを一緒
に保育することができる施設。
※市内では、1つの事業所に設置されています。

問12関係（お子さんが病気やけがで休んだとき）

1
ファミリー・
サポート・センター

子どもの援助を受けたい方（依頼会員）、援助をしたい方
（援助会員）がそれぞれ会員登録し、冠婚葬祭など子どもを
一時的に預けたりする市民同士の連携による子育て支援事
業。
※市内では1箇所、NPO法人により運営されています。

生後2ヶ月から12歳まで
のこども

利用1時間あたり
通常：400円～500円
緊急：800円～1,200円

2 病児・病後児保育

病気または病気回復期で入院治療の必要のないお子さんを、
集団保育が困難な期間一時的に預かり、看護師、保育士など
の職員が保育をおこなう制度。
※市立恵那病院隣接に病児保育所があります。

生後8ヶ月から小学6年生
までの児童

1,000円/4時間未満
2,000円/4時間以上
生活保護世帯、多子世帯は無料

問18〜20関係（不定期の預かり）

1 一時保育

保護者が病気になったり、急な用事や冠婚葬祭、育児に伴う
心理的、身体的負担を軽減するためなど、一時的に子どもを
預かる制度。
※市内では４園（城ヶ丘、おさしま二葉、武並、山岡）で実
施しています。

おおむね1歳から3歳まで
の未就園の児童

利用時間に応じて
300円/時間、給食費200円

2
延長保育（こども園
保育・幼保コース、
保育園）

保育短時間（8：30～16：30）の開始前や終了後に延長して
園児を預かる制度。

0歳（産後57日目）から
小学校就学前の児童

200円/日

3
預かり保育（こども
園幼児コース、幼稚
園）

14:00以降に延長して園児を預かる制度。
満3歳から
小学校就学前の児童

［こども園］380円/日
［幼稚園］おやつ代100円/日
100円/日　土曜日450円/日

4
ファミリー・
サポート・センター

子どもの援助を受けたい方（依頼会員）、援助をしたい方
（援助会員）がそれぞれ会員登録し、冠婚葬祭など子どもを
一時的に預けたりする市民同士の連携による子育て支援事
業。
※市内では1箇所、NPO法人により運営されています。

生後2ヶ月から12歳まで
のこども

利用1時間あたり
通常：400円～500円
緊急：800円～1,200円

5 トワイライトステイ

下校から保護者の帰宅まで預かる事業（家庭で保護者が子ど
もの養育・保護が一時的に困難な場合、児童養護施設に一時
的に預けることができる制度）
※県立白鳩学園に委託しており、恵那市役所子育て支援課で
利用受付しています。

所得に応じて
0円～1,350円/日

6 ショートステイ

短期宿泊をする事業（家庭で保護者が子どもの養育・保護が
一時的に困難な場合、児童養護施設に一時的に預けることが
できる制度）
※県立白鳩学園、麦の穂学園、麦の穂乳幼児ホームかがや
き、日本児童育成園及び乳幼児ホームまりあに委託してお
り、恵那市役所子育て支援課で利用受付しています。

所得に応じて
0円～5,350円/日

企業により異なります企業により異なります

18歳未満の児童
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問25関係（事業の認知度や利⽤状況、利⽤意向）

（１）教育や保育の事業（こども園等）

① 一時保育

保護者が病気になったり、急な用事や冠婚葬祭、育児に伴う
心理的、身体的負担を軽減するためなど、一時的に子どもを
預かる制度。
※市内では４園（城ヶ丘、おさしま二葉、武並、山岡）で実
施しています。

おおむね1歳から3歳まで
の未就園の児童

利用時間に応じて
300円/時間

②
延長保育（こども園
保育・幼保コース、
保育園）

保育短時間（8：30～16：30）の開始前や終了後に延長して
園児を預かる制度。

0歳（産後57日目）から
小学校就学前の児童

200円/日

③
預かり保育（こども
園幼児コース、幼稚
園）

14:00以降に延長して園児を預かる制度。
満3歳から
小学校就学前の児童

［こども園］380円/日
［幼稚園］おやつ代100円/日
100円/日　土曜日450円/日

（２）地域の子育て支援や預かり

④
ファミリー・
サポート・センター

子どもの援助を受けたい方（依頼会員）、援助をしたい方
（援助会員）がそれぞれ会員登録し、冠婚葬祭など子どもを
一時的に預けたりする市民同士の連携による子育て支援事
業。
※市内では1箇所、NPO法人により運営されています。

生後2ヶ月から12歳まで
のこども

利用1時間あたり
通常：400円～500円
緊急：800円～1,200円

⑥ 育児支援ヘルパー

産前4週間から小学生までのお子さんを養育されている方で
体調不良等により家事及び育児を行うことが困難な場合、家
事及び育児を支援してくれる方を派遣するサービス。
※恵那市役所子育て支援課で利用受付しています。

産前４週間以内の方
小学生のお子さんを養育さ
れている方
その他支援の必要な方

利用１時間４00円
上限48時間まで
生活保護世帯、非課税世帯は無
料

⑥ トワイライトステイ

下校から保護者の帰宅まで預かる事業（家庭で保護者が子ど
もの養育・保護が一時的に困難な場合、児童養護施設に一時
的に預けることができる制度）
※県立白鳩学園に委託しており、恵那市役所子育て支援課で
利用受付しています。

所得に応じて
0円～1,350円/日

⑦ ショートステイ

短期宿泊をする事業（家庭で保護者が子どもの養育・保護が
一時的に困難な場合、児童養護施設に一時的に預けることが
できる制度）
※県立白鳩学園、麦の穂学園、麦の穂乳幼児ホームかがや
き、日本児童育成園及び乳幼児ホームまりあに委託してお
り、恵那市役所子育て支援課で利用受付しています。

所得に応じて
0円～5,350円/日

⑧ 病児・病後児保育

病気または病気回復期で入院治療の必要のないお子さんを、
集団保育が困難な期間一時的に預かり、看護師、保育士など
の職員が保育をおこなう制度。
※市立恵那病院隣接に病児保育所があります。

生後8ヶ月から小学6年生
までの児童

1,000円/4時間未満
2,000円/4時間以上
生活保護世帯、多子世帯は無料

（３）子育て支援施設・交流の場（子育て中の親子が気軽に集い、相互交流や子育ての不安・悩みを相談できる施設）

⑨
こども
元気プラザ

子育て中の親子が気軽に集い、相互交流や子育ての不安・悩
みを相談できる施設。
※恵那文化センターに併設され、毎週月曜日～土曜日に利用
できます。

⑩
子育て支援
センター

親子ふれあいの遊びやおもちゃ作り、子育て講座の開催のほ
か、他の親子との交流の場。
※市内7箇所のこども園に併設されています。

⑪ 児童センター

地域の児童の健全育成の拠点として、誰もが自由に遊び体験
できる施設。
※市内2箇所（大井町、長島町中野）に開設され、毎週火曜
日～土曜日に利用できます。

乳幼児（とその保護者）か
ら高校生まで

（４）子育ての相談や教室

⑫
乳幼児時期家庭教育
学級

子育てや家庭教育について親子の学びや交流の機会を提供
※12地区のコミュニティセンター等で開催しています。

未就園児（3歳未満）の
保護者

無料（材料費の実費徴収有）

⑬ 乳幼児なんでも相談
子どもの育児に関する相談。（乳幼児全般の育児相談、栄養
相談、歯科相談）
※保健センターで相談に応じています。

⑭
えなっ宝（こ）ほっ
とステーション

家庭での児童養育や人間関係、その他児童の福祉に関する事
に関する相談。
※子育て支援課で相談に応じています。

どなたでも相談できます 無料

18歳未満の児童

主に未就園児（３歳未満）
とその保護者

講座行事等により参加費必要
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あて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします 

 

問１ あて名のお子さんの①生年月、②③きょうだいのことについてご記入ください。 
 

①生年月 

（数字を記入） 
    年    月生まれ 

②きょうだい数 ③末子の満年齢 

   人 令和６年４月１日現在 満   歳 

※②あて名のお子さんを含んだ、すべての兄弟姉妹の人数です。 
※③２人以上のお子さんがいる場合は、一番下のお子さんの満年齢をご記入ください。 

 

問２ あて名のお子さんがお住まいの地域はどこですか。（１つに○） 
 

１．大井町 ２．長島町 ３．東野 ４．三郷町 

５．武並町 ６．笠置町 ７．中野方町 ８．飯地町 

９．岩村町 10．山岡町 11．明智町 12．串原 

13．上矢作町 14．わからない（地区名：                 ） 

 

問３ この調査票をご回答いただく方は、あて名のお子さんからみてどなたですか。（１つに○） 
 

１．父親 ２．母親 

３．その他（                                  ） 

 

問４ あて名のお子さんの子育てを主にしているのは、お子さんからみてどなたですか。 

（１つに○） 
 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 

４．主に祖父母 ５．その他（                    ） 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

（１つに○） 
 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問６ 世帯全体の昨年１年間（令和５年１月１日～令和５年 12 月 31 日）のおおよその年間収入

はいくらですか。（１つに〇） 
 

１．50 万円未満 ２．50～100 万円未満 ３．100～150 万円未満 

４．150～200 万円未満 ５．200～250 万円未満 ６．250～300 万円未満 

７．300～350 万円未満 ８．350～400 万円未満 ９．400～450 万円未満 

10．450～500 万円未満 11．500～600 万円未満 12．600～700 万円未満 

13．700～800 万円未満 14．800～900 万円未満 15．900～1,000 万円未満 

16．1,000 万円以上   

平成 
令和 
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問７ お子さんと同居しており、生計をともにされている方は、お子さんを含めて何人ですか。ま
た、それはどのような人ですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

（数字を記入の上、あてはまるものすべてに○） 
 

（      ）人家族 

１．父 ２．母 ３．祖父 

４．祖母 ５．曾祖父 ６．曾祖母 

７．兄弟姉妹（    ）人 ８．その他（                    ） 

 

問 7 で「3．祖父」「４．祖母」「５．曾祖父」「６．曾祖母」と答えなかった答えなかった答えなかった答えなかった方のみ 
 

問７-１ 近所（30 分以内に行き来できる範囲）に祖父母、曾祖父母が住んでいますか。 

（1 つに○） 
 

１．住んでいる ２．住んでいない 

 

問７-１で「１．住んでいる」と答えた方のみ 
 

問７-２ ご自身又は配偶者の親から受けている子育ての支援は何ですか。（○はいくつでも） 
 

１．子どもの相手・預かり（日常的に） ２．子どもの相手・預かり（急用などのとき） 

３．子どもの送り迎え ４．教育やしつけの支援 

５．家事の手伝い ６．金銭的な援助 

７．物資での支援 ８．ほとんどない 

９．その他（                                  ） 

 

問８ 日頃、あて名のお子さんを見てもらえる親族・知人はいますか。（○はいくつでも） 
 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもを見てもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問９ あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる方はいますか。 

（○はいくつでも） 
 

１．ご自身や配偶者の親、兄弟姉妹 ２．友人や知人 

３．近所の人 ４．保健センター 

５．こども園（幼稚園や保育園を含む） ６．こども発達センター 

７．民生委員・児童委員 ８．かかりつけの医師 

９．市の子育て支援課（えなっ宝（こ）ほっとステーション） 

10．気軽に相談できる人はいない 

11．その他（                                  ） 
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◆次の問 10 は、(1)母親と(2)父親の回答欄がある設問があります。お手数ですが(1)(2)それぞれ

にお答えください。ひとり親家庭の方は(1)(2)のどちらかにお答えください。 
 

問 10 あて名のお子さんの保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。

また、パート・アルバイト等で働いている方は今後の就労希望についてもお答えください。 
 

※フルタイムとは週５日程度・１日８時間程度の就労、パート・アルバイト等とはフルタイム以外の就
労をいいます。 

※産休・育休・介護休業中の方は休業に入る前の状況をご記入ください。 
※就労日数が一定でない場合は最も多いパターンをご記入ください。 
※自宅で仕事をされている方の就労時間は仕事の開始時間と終了時間を就労時間としてください。 

 

(１)母親の現状 

（１～５のいずれか１つに○） 
 

 就業状況や希望 

時刻は 24 時間制で記入（例 17 時台） 

１．フルタイムで働いている 

 

就
業
状
況 

①就労日数： 日／週 

②平均就労時間（残業含む）： 時間／日 

２．フルタイムだが、 

現在産休・育休・介護休業中 

③平均的な家を出る時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に 
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

④平均的な帰宅時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に 
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

３．パート・アルバイト等で 

働いている 

 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
希
望 

⑤フルタイムへの転換希望：（ア～エのいずれか１つに○） 

 

ア. フルタイム希望で実現できる見込みがある 

イ. フルタイム希望だが実現見込はない 

ウ. パート・アルバイト等を継続希望 

エ. やめて子育てや家事に専念したい 

４．パート・アルバイト等だが、 

現在産休・育休・介護休業中 

５．現在は仕事をしていない  

今
後
の
就
労
意
向 

①今後の就労意向：（ア～ウのいずれか１つに○） 

 ア. 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

 イ. １年より先、一番下の子が    歳になったころに就労したい 

 ウ. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

②希望する就労形態：（ア～イのいずれか１つに○） 

 ア. フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 
イ. パート・アルバイト等 

→     日／週・     時間／日 
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(２)父親の現状 

（１～５のいずれか１つに○） 
 

 就業状況や希望 

時刻は 24 時間制で記入（例 17 時台） 

１．フルタイムで働いている 

 

就
業
状
況 

①就労日数： 日／週 

②平均就労時間（残業含む）： 時間／日 

２．フルタイムだが、 

現在産休・育休・介護休業中 

③平均的な家を出る時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に 
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

④平均的な帰宅時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に 
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

３．パート・アルバイト等で 

働いている 

 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
希
望 

⑤フルタイムへの転換希望：（ア～エのいずれか１つに○） 

４．パート・アルバイト等だが、 

現在産休・育休・介護休業中 
 

５．現在は仕事をしていない  

今
後
の
就
労
意
向 

①今後の就労意向：（ア～ウのいずれか１つに○） 

 ア. 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

 イ. １年より先、一番下の子が    歳になったころに就労したい 

 ウ. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

②希望する就労形態：（ア～イいずれか１つに○） 

 ア. フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 
イ. パート・アルバイト等 

→     日／週・     時間／日 

  

ア. フルタイム希望で実現できる見込みがある 

イ. フルタイム希望だが実現見込はない 

ウ. パート・アルバイト等を継続希望 

エ. やめて子育てや家事に専念したい 
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平日の定期的なこども園等の利用状況についてお伺いします 

 

問 11 あて名のお子さんは現在、こども園等「定期的な教育・保育事業」を利用していますか。

（１つに○） 
 

１．利用している      ２．利用していない ⇒問 11－１へ 

 

教育・保育事業（○をつけてください） 

１．こども園１号認定（幼児コース・３～５歳児） 

２．こども園２号認定（幼保コース・３～５歳児） 

３．こども園３号認定（保育コース・０～２歳児） 

４．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

５．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

６．認可保育所（保育定員が 20 人以上の施設で、０歳から２歳までの保育を行う） 

７．小規模保育所（保育定員が６人以上 19 人以下の施設で、０歳から２歳までの保育を行

う） 

８．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもの保育を行う） 

９．事業所内保育施設（主に従業員向けに企業がつくる保育園） 

10．企業主導型保育施設（従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保育を行うことができる） 

11．自治体の認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、自治体が認証・認定した施設） 

12．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

13．ファミリー・サポート・センター 

14．その他（                               ） 
             

(1)現在の利用状況 

時刻は開始と終了を 24 時間制で記入 

(2)希 望 

時刻は開始と終了を 24 時間制で記入 

週   日・１日     時間 週   日・１日     時間 

（開始     時 ～～～～    終了     時） （開始     時 ～～～～    終了     時） 

⇓ 
問 11－２へ 

利用が一番多い事業の 

現在の状況と希望を記入 
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問 11 で「２．利用していない」と答えた方のみ 
 

問 11-１ 利用していない理由は何ですか。理由として当てはまる番号に○を付け、選択肢の

８を選んだ場合は、    に数字を記入してください。（○はいくつでも） 
 

１．利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親戚の人が見ている 

３．近所の人や父母の友人・知人が見ている 

４．利用したいが、教育・保育事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所等、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため（   歳くらいになったら利用しようと考えている） 

９．その他（                                 ） 

 

 

 

問 11 で「１．利用している」と答えた方のみ 
 

問 11-２ 現在、主に利用している教育・保育事業はどのくらい満足していますか。（１つに○） 
 

１．大変満足している ４．やや不満である 

２．満足している ５．不満である 

３．どちらともいえない  

 

 

問 11 で「１．利用している」かつ問 11-２で「４．やや不満である」「５．不満である」と答

えた方のみ 
 

問 11-３ 主に利用している教育・保育事業に不満を感じている理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 
 

１．自宅から遠い ２．職場から遠い 

３．保育内容・方針がよくない ４．施設からの情報提供が不十分 

５．施設の設備が不十分 ６．園庭がせまい 

７．保護者が行事に参加する機会が少ない ８．保護者が行事に参加する機会が多い 

９．その他（                                  ） 

 

  

問12へ 

⇒問 12 へ 
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お子さんが病気になった時の対応や、不定期な一時預かりについてお伺いします 

 
 

問 12 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問 11 で１に○

をつけた方）にうかがいます。利用していらっしゃらない方は、問 13 にお進みください。 

この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことは

ありますか。（１つに○） 
 

１．あった   ⇒ 問 12-1 へ ２．なかった   ⇒ 問 13 へ 

 
 

問12-１ 宛名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できな

かった場合に、この１年間に行った対処方法として当てはまる記号すべてに○をつ

け、それぞれの日数も□内に数字でご記入ください。 

（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一字。） 
 

 １年間の対処方法 日数 

ア． 父親が休んだ 日 

イ． 母親が休んだ 日 

ウ． （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 日 

エ． 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 日 

オ． 病児・病後児の保育を利用した 日 

カ． 民間の一時預かり（ベビーシッター）を利用した 日 

キ． ファミリー・サポート・センターを利用した 日 

ク． 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 日 

ケ． その他（                     ） 日 

※「キ.ファミリー・サポート・センター」には、「病児・緊急対応強化事業」による利用も含

まれます。 
 

問 12-１で「ア.」「イ.」のいずれかを答えた方のみ 
 

問 12-２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われまし

たか。当てはまる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字でご記入くだ

さい（数字は一枠に一字）。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定

の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。（1 つに○） 
 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒       日 

２．利用したいとは思わない 
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平日に利用したいこども園等の定期的な教育・保育事業についてお伺いします 

 

すべての方にお伺いします 

問 13 現在利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・保

育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業に○をつけてください。 
 

教育・保育事業（○をつけてください） 

１．こども園１号認定（幼児コース・３～５歳児） 

２．こども園２号認定（幼保コース・３～５歳児） 

３．こども園３号認定（保育コース・０～２歳児） 

４．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

５．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

６．認可保育所（保育定員が 20 人以上の施設で、０歳から２歳までの保育を行う） 

７．小規模保育所（保育定員が６人以上 19 人以下の施設で、０歳から２歳までの保育を行う） 

８．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもの保育を行う） 

９．事業所内保育施設（主に従業員向けに企業がつくる保育園） 

10．企業主導型保育施設（従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保育を行うことができる） 

11．自治体の認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、自治体が認証・認定した施設） 

12．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

13．ファミリー・サポート・センター 

14．その他（                               ） 
 

 

    

問 13 で「４．幼稚園」または「５．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつそれ以外（１～

３、６～14）にも〇をつけた方のみ 
 

問 13-１ 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く

希望しますか。（〇は 1 つ） 
 

１．はい ２．いいえ 
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休日に定期的に利用したい教育・保育事業についてお伺いします  

 

「こども園幼児コース」、「幼稚園」に通園している方のみ 

 

問 14 “土曜日、日曜日、祝日”の定期的な教育・保育事業の利用希望について、利用したい

時間帯をお答えください（一時的な利用は除きます）。現在の利用の有無に関係なく、

また実際に利用可能な時間帯に関係なくお答えください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

（１）土曜日 

（１つに○） 
(2)利用したい時間帯 

開始と終了の時刻を 24 時間制で記入（例：９時～17 時） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月１～２回利用したい 
    時～～～～       時まで 

 

（２）日曜日、祝日 

（１つに○） 
(2)利用したい時間帯 

開始と終了の時刻を 24 時間制で記入（例：９時～17 時） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月１～２回利用したい 
    時～～～～       時まで 

 

問 14 で「３．月に１～２回利用したい」と答えた方のみ 
 

問 14-１ 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 
 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．その他（                              ） 

 

  



14 

 

「こども園幼児コース」「幼稚園」に通園している方のみ 
 

問 15 あて名のお子さんの夏休み・冬休み等長期の休暇期間中に園の利用を希望しますか。

希望がある場合は、利用したい理由と時間帯をお答えください 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

(1)利用希望 
（１つに○） 

(2)利用したい理由 
（あてはまるものすべてに○） 

(3)利用したい時間帯 
開始と終了の時刻を 
24 時間制で記入 

１．利用する必要はない 
 

２．休みの期間中、ほぼ毎日

利用したい 

１．保護者の仕事のため 

２．買い物等の用事をまとめて済ませ

るため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（         ） 

（例：９時～17 時） 

 

 

時～   時 

まで 

３．休みの期間中、週に数日

利用したい 

４．緊急な時に利用したい 
 

 

お子さんの地域子育て支援事業の利用についてお伺いします  

 
 
 
 

【利用者支援事業】えなっ宝

（こ）ほっとステーション（子育

て世代包括支援センター） 

市役所の子育て支援課内にあり、保健師や専門の相談員に、子育

ての悩みを気軽に、なんでも相談できます。さらに、いろいろな

子育てサービスの情報をご案内します。 

【地域子育て支援拠点事業】

こども元気プラザ・子育て支

援センター 

子育てについて話せる仲間やスタッフがおり、主に未就園児を対

象とした親子のふれあい遊び、子育て講座を開催しています。 

 

 

問16 あて名のお子さんは、現在、利用者支援事業・地域子育て支援事業を利用していま

すか（１つに○）。また、利用している場合は、おおよその利用回数（頻度）を（  ）

内に数字を記入してください。 
 

１．地域子育て支援拠点事業（こども元気プラザ・子育て支援センター） 

⇒１週当たり（    ）回、もしくは、１か月当たり（    ）回程度 

２．利用者支援事業（えなっ宝（こ）ほっとステーション） 

⇒１週当たり（    ）回、もしくは、１か月当たり（    ）回程度 

３．利用していない 

 

◆恵那市における利用者支援事業・地域子育て支援拠点事業（参考） 
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問 17 問 16 のような地域子育て支援事業について、今は利用していないが、できれば今

後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか（１つに○）。また、利

用したい場合は、おおよその利用回数（頻度）を（  ）内に数字を記入してください。 
 

１．利用していないが、今後利用したい 

⇒１週当たり（    ）回、もしくは、１か月当たり（    ）回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

⇒１週当たり（    ）回、もしくは、１か月当たり（    ）回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

お子さんの不定期のこども園等の利用や 
宿泊を伴う一時預かり等の利用についてお伺いします 

 

問 18 あて名のお子さんについて、不定期に利用している事業はありますか。 

     （保護者の私用、通院、不定期の就労等の目的のため） 

（○はいくつでも）１年間のおおよその利用日数も（  ）内に数字でご記入ください。 
 

利用している事業（複数回答可） 利用日数（年間） 

１．一時保育（城ヶ丘・おさしま二葉・武並・山岡こども園） 

（こども園等で一時的に未就園児を保育する事業） 
（    ）日 

２．延長保育（こども園幼保・保育コース、保育園） 

（通常の保育時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合の

み） 

（    ）日 

３．預かり保育（こども園幼児コース・幼稚園） 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合の

み） 

（    ）日 

４．ファミリー・サポート・センター事業 （    ）日 

５．夜間養護等事業：トワイライトステイ 

（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） 
（    ）日 

６．その他（                        ） （    ）日 

７．利用していない  
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問 19 あて名のお子さんについて、保護者の私用、通院、不定期の就労などの目的で、一時保

育等年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。（○はいくつでも） 

必要な日数も（  ）内に数字でご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

１．利用したい（ア～エに○） ２．利用する必要はない 
 
 

利用したい目的（複数回答可） 希望日数（年間） 

ア．私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフ

レッシュ目的 
（    ）日 

イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等 （    ）日 

ウ．不定期の就労 （    ）日 

エ．その他（                      ） （    ）日 

 

 

問 20 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、あて名のお子

さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が

見つからなかった場合も含む）。（○はいくつでも） 

それぞれ日数も（  ）内に数字でご記入ください。 
 

有無 

（○は１つ） 
１年間の対処方法（複数回答可） 日数（年間） 

１．あった 

ア．親族・知人（同居者を含む）にみてもらった （    ）泊 

イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

(児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業) 
（    ）泊 

ウ．子どもを同行させた （    ）泊 

エ．子どもだけで留守番をさせた （    ）泊 

オ．その他（                  ） （    ）泊 

２．なかった 
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あて名のお子さんが５歳以上である方 
小学校に入学した後の、放課後等の過ごし方についてお伺いします 

 
 
 

放課後児童クラブ 

保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子ど

もの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、次の利用

料等がかかります。 

放課後子ども教室 

地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校やコミュニティセン

ターで学習・スポーツ・文化芸術活動などを体験する取組です。保護者

の就労の有無に関わらず利用できます。事業の利用にあたっては、次の

利用料等がかかります。 
 

◆利用料の目安・開催頻度（令和５年度） 

放課後児童クラブ 放課後子ども教室 

月額 10,000 円程度（平日毎日 19 時頃まで） 

※保育料、おやつ代・父母会費など 

年額 900 円（月１回、90 分程度） 

※保険代・材料代など 
 
 

問 21 あて名のお子さんについて、将来的に放課後の時間をどのように過ごさせたいですか。 

（○はいくつでも） 

それぞれ○をつけた項目の週当たりの日数を、平日週 5 日として、（  ）内に数字でご

記入ください。※お住まいの地域の実情は加味せずに、保護者としてのニーズでお答えくださ

い。 
 

(1)放課後のお子さんの過ごし方 

（○はいくつでも） 

(2)平日の利用希望日数 

（数字を記入） 

１．自宅、祖父母宅や友人・知人宅 週（    ）日くらい 

２．無料で、安全が確保された場所（例：児童センター、コミュ

ニティセンター等） 
週（    ）日くらい 

３．有料だが、保育（おやつや宿題など）まで行ってもらえる場

所（例：放課後児童クラブ（学童保育）） 
週（    ）日くらい 

４．教育やスポーツなどの活動  

 ア．学習塾 週（    ）日くらい 

 イ．学校や地域人材を使った学習支援 週（    ）日くらい 

 ウ．こども食堂等の地域の居場所 週（    ）日くらい 

 エ．スポーツ活動（スポーツクラブなど） 週（    ）日くらい 

 
オ．地域を知る活動（地域めぐりや郷土学習、放課後子ども

教室など） 
週（    ）日くらい 

 カ．けいこ事（そろばん、習字、英会話など） 週（    ）日くらい 

 キ．その他の活動（                ） 週（    ）日くらい 

５．その他、上記以外の過ごし方（            ） 週（    ）日くらい 

◆恵那市における放課後児童クラブ・子ども教室（参考） 
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問 22 あて名のお子さんについて、将来的に長期休暇（夏・冬・春休み）中の時間をどのように

過ごさせたいですか。（○はいくつでも） 

それぞれ○をつけた項目の週当たりの日数を、平日週 5 日として、（  ）内に数字でご

記入ください。 

※お住まいの地域の実情は加味せずに、保護者としてのニーズでお答えください。 
 

(1)長期休暇中のお子さんの過ごし方 

（○はいくつでも） 

(2)平日の利用希望日数 

（数字を記入） 

１．自宅、祖父母宅や友人・知人宅 週（    ）日くらい 

２．無料で、安全が確保された場所（例：児童センター、コミュ

ニティセンター等） 
週（    ）日くらい 

３．有料だが、保育（おやつや宿題など）まで行ってもらえる場

所（例：放課後児童クラブ（学童保育）） 
週（    ）日くらい 

４．教育やスポーツなどの活動  

 ア．学習塾 週（    ）日くらい 

 イ．学校や地域人材を使った学習支援 週（    ）日くらい 

 ウ．こども食堂等の地域の居場所 週（    ）日くらい 

 エ．スポーツ活動（スポーツクラブなど） 週（    ）日くらい 

 
オ．地域を知る活動（地域めぐりや郷土学習、放課後子ども

教室など） 
週（    ）日くらい 

 カ．けいこ事（そろばん、習字、英会話など） 週（    ）日くらい 

 キ．その他の活動（                ） 週（    ）日くらい 

５．その他、上記以外の過ごし方（            ） 週（    ）日くらい 

 

 

すべての方におうかがいします。 
育児休業や短時間勤務制度等、職場の両立支援制度についてお伺いします  

 
 

【育児休業制度】 

○子どもが原則１歳（保育所における保育の実施が行われない等一定の要件を満たす場合は１歳６月）に
なるまで育児休業給付が支給される仕組み 

○子どもが満３歳になるまでの育児休業等（法定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児
休業に準ずる措置）期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組み 

【短時間勤務制度】 

○３歳に満たない子どもを養育する労働者が利用できる時短制度 
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問 23 あて名のお子さんが生まれたときの育児休業の取得について，父母それぞれに対して

お答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 父 母 

１．就労していなかった １ １ 

２．取得中である ２ ２ 

３．取得後に職場復帰し、短時間勤務制度

を利用した 
３ ３ 

４．取得後に職場復帰したが、短時間勤務

制度を利用しなかった 
４ ４ 

５．育児休業取得中に離職した ５ ５ 

６．取得していない ６ ６ 

 

問 23 で父母どちらかが「４．取得後に職場復帰したが、短時間勤務制度を利用しなかった」と 

答えた方のみ 
 

問 23-１ その方が短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 
 

１．職場復帰後に退職したので、利用の必要がなかった 

２．配偶者が就労していない、祖父母等の親族にみてもらえるなど、 

利用の必要がなかった 

３．職場に制度を利用しにくい雰囲気があった 

４．仕事が忙しかった 

５．職場に制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

６．制度を利用できることを知らなかった 

７．その他（                                  ） 

 

問 23 で父母どちらかが「５．育児休業取得中に離職した」と答えた方のみ 
 

問 23-２ その方が離職した理由は何ですか。（○はいくつでも） 
 

１．保育施設等を確実に利用できる見込みがなかった 

２．職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整っていなかった 

３．制度の有無などに関係なく、出産後は仕事を辞めるつもりだった 

４．その他（                                  ） 

 

 

⇒問 23-1 へ 

⇒問 23-2 へ 

⇒問 23-3 へ 

⇒問 24 へ 
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問 23 で父母どちらかが「６．取得していない」と答えた方のみ 
 

問 23-３ その方が育児休業制度を利用しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 
 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．（産前産後休業後に）仕事に早く復帰したかった 

３．仕事に戻るのが難しそうだった 

４．仕事が忙しかった 

５．保育所等に預けることができた 

６．制度を利用できることを知らなかった 

７．配偶者が育児休業制度を利用した 

８．配偶者が就労していない、祖父母等の親族にみてもらえるなど、 

制度を利用する必要がなかった 

９．子育てや家事に専念するため退職した 

10．職場に制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

11．その他（                                 ） 

 

 

その他、子育て全般についてお伺いします 

 

問 24 あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に関する情報をどのように入手しています

か。（３つまで○） 
 

１．親族（親・兄弟・姉妹など） ２．隣近所の人・知人・友人 

３．子育てサークルの仲間  ４．こども園等・学校 

５．市役所や市の機関 ６．市の広報やパンフレット 

７．テレビ・ラジオ・新聞 ８．子育て雑誌・育児書 

９．ＳＮＳ 10．コミュニティー誌 

11．その他（                                  ） 

12．情報の入手先がない 13． 情報の入手手段がわからない 
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問 25 あなたはお子さんに、以下のことを行っていますか。 

（次のア～オのそれぞれについて○は１つずつ） 
 

 
行っている 行っていない 

経済的に 

行えない 

ア．絵本や子ども用の本を与える １ ２ ３ 

イ．子どもが欲しがる服を与える １ ２ ３ 

ウ．遠足など費用のかかる園等の行事への参加 １ ２ ３ 

エ．医者への通院 １ ２ ３ 

オ．歯医者への通院 １ ２ ３ 

 

問 26 あなたはお子さんに、どの段階までの教育を受けさせたいですか。または受けさせたか

ったですか。（次のア～ウのそれぞれについて１つに○） 
 

 受けさせたい 
受けさせる 

必要がない 

受けさせたいが、 

経済的に 

受けさせられない 

ア．高校までの教育 １ ２ ３ 

イ．短大・高専・専門学校までの教育 １ ２ ３ 

ウ．大学までの教育 １ ２ ３ 

 

問 27 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、以下のものが買えないこと・支

払えないことがありましたか。（次のア～オのそれぞれについて１つに○） 
 

 よく 

あった 

ときどき

あった 

まれに 

あった 

まったく

なかった 

ア．家族が必要とする食料 

（嗜好品は含みません） 
１ ２ ３ ４ 

イ．家族が必要とする衣料 

（高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません） 
１ ２ ３ ４ 

ウ．子どもが必要とする文具や教材 １ ２ ３ ４ 

エ．電気、ガス、水道、電話料金 １ ２ ３ ４ 

オ．家賃やローン １ ２ ３ ４ 
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問 28 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用した

いと思うものをお答えください。（「これまでの利用」「これからの利用」のそれぞれ１つ

に○） ※調査票に綴じてある「事業説明シート」をご参考にしてください。 
 

 これまでの利用 

（1つに○） 

これからの利用 

（1つに○） 

知っていた 

知 ら
な か
った 

利 用 し
たい 

利用した

くない 

わ か ら

ない 

必 要 な

い 利用

した 

利用し

たこと

はない 

教育や保育の事業（こども園等）        

①一時保育（急な一時預かり） 

［城ヶ丘・おさしま二葉・武並・山岡こ

ども園］ 

1 2 3 1 2 3 4 

②延長保育（延長預かり） 

［こども園幼保・保育コース、保育園] 
1 2 3 1 2 3 4 

③預かり保育（延長預かり） 

［こども園幼児コース、幼稚園］ 
1 2 3 1 2 3 4 

地域子育て支援や預かり        

④ファミリー・サポート・センター 1 2 3 1 2 3 4 

⑤育児支援ヘルパー（ヘルパー派遣） 1 2 3 1 2 3 4 

⑥トワイライトステイ（夕方～夜まで） 1 2 3 1 2 3 4 

⑦ショートステイ（短期の宿泊） 1 2 3 1 2 3 4 

⑧病児・病後児保育［恵那病院隣］ 1 2 3 1 2 3 4 

子育て支援施設・交流の場        

⑨こども元気プラザ［文化センター隣］ 1 2 3 1 2 3 4 

⑩子育て支援センター［各地域こども園等］ 1 2 3 1 2 3 4 

⑪児童センター［大井、中野児童センター］ 1 2 3 1 2 3 4 

子育ての相談や教室        

⑫乳幼児期家庭教育学級［各コミセン］ 1 2 3 1 2 3 4 

⑬乳幼児なんでも相談［保健センター］ 1 2 3 1 2 3 4 

⑭えなっ宝（こ）ほっとステーション 

［子育て支援課］ 
1 2 3 1 2 3 4 
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問 29 子育てに関する相談について、どのような相談方法が必要だと思いますか。 

（３つまで○） 
 

１．24 時間対応の子育て電話相談 

２．夜間・休日の相談 

３．時間予約制の専門的な面接相談 

４．インターネット（LINE、Ｘ（旧 Twitter）などのＳＮＳ等）による相談 

５．こども園等や児童センターなどの身近な場所での相談 

６．地域を定期的に巡回する相談 

７．相談だけでなく、子育て支援サービスを総合的に紹介し、自分に合うサービスを調整してく

れるサービス 

８．子育て中のかた同士が相談し合える（話し合える）場 

９．その他(                                   ） 

10．わからない 

11．現状の相談方法で十分である 

 

問30 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございました

ら、ご自由にご記入ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

長時間、調査にご協力いただきまして大変ありがとうございました。この調査結果は、

今後の本市の子ども・子育て支援事業計画を策定するためのデータとして、有効に活用さ

せていただきます。 

切手は貼らずに同封の返信用封筒に入れ、１１１１月月月月 22229999 日（日（日（日（月月月月）まで）まで）まで）までに郵便ポストにご投

函ください。 

なお、調査票や封筒にお名前を書く必要はありません。 




